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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
二
〇
一
五
年
に
共
同
体
創
設
を
目

指
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
は
、
安
全
保
障
共

同
体
、
経
済
共
同
体
、
社
会
文
化
共
同
体
の
三
つ
の
共

同
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
共
同
体
の
実
現
に
向
け
、
重
要
な
こ
と
は
合
意
事
項

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
方
式
（A

S
E
A
N
 
 
W
a
y

）
と
呼
ば
れ
た
意
思

決
定
方
式
を
採
用
し
て
き
た
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
、

内
政
不
干
渉
、
緩
や
か
で
曖
昧
な
合
意
な
ど
に
特
徴
づ

け
ら
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
流
の
意
思
決
定
方
式
は
、
経
済

格
差
や
政
治
・
社
会
・
文
化
面
の
相
違
が
大
き
く
、

様
々
な
対
立
が
あ
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
統
一
を
維
持
し

な
が
ら
、
協
力
を
進
め
る
面
で
は
効
果
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
首
脳
会
議
や
経
済
閣
僚
会
議
な
ど
で
の
合
意
と

決
定
が
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ

り
、
実
効
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
がAgree 

First
Talk  After

と
皮
肉
ら
れ
て
き
た
所
以
で
も
あ
る
。

　
実
効
性
の
向
上
を
図
る
べ
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
取
り
組

み
始
め
た
こ
と
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
憲
法
と
い
う
べ
き
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
制
定
で

あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、

二
〇
〇
五
年
の
首
脳
会
議

で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
制

定
に
向
け
、
賢
人
会
議
を

設
置
し
検
討
を
行
っ
て
き

た
。
二
〇
〇
七
年
一
月
の

第
十
二
回
首
脳
会
議
で

は
、
賢
人
会
議
の
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
指
針
に
関
す
る
セ
ブ
宣
言
」
に
調

印
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
第
十
三
回
首
脳
会
議
ま
で
に
起
草
作
業
を
完
了
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
賢
人
会
議
報
告
書
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
創
設
四
〇
年

を
経
て
最
も
成
功
し
た
地
域
機
構
と
な
っ
た
が
、
今
後

も
地
域
協
力
の
推
進
力
で
あ
り
続
け
る
保
証
は
な
い
と

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
強
化
す
る
た
め
に
、
様
々
な
提
言

を
行
っ
て
お
り
、
意
思
決
定
と
実
効
性
の
向
上
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
。

①
決
定
事
項
の
実
施
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
目
的
、
原
則
、
合
意
へ
の
重
大
な
違

反
や
不
履
行
に
対
し
て
は
、
除
名
を
含
む
、
権
利
、
特

権
の
停
止
な
ど
の
措
置
を
と
る

②
意
思
決
定

　
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
を
原
則
と
し
、
特
に
、
安
全
保

障
と
外
交
政
策
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
分
野
で
は
、
意
思

決
定
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
に
よ
る
。
他
の
分
野
で
は

コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
で
決
定
が
出
来
な
い
場
合
は
投
票

に
よ
る
。
投
票
に
よ
る
場
合
は
、
単
純
多
数
決
あ
る
い

は
三
分
の
二
か
四
分
の
三
の
多
数
決
に
よ
り
、決
定
す
る
。

　
事
務
局
に
よ
る
合
意
事
項
実
施
の
監
視
と
不
履
行
へ

の
権
利
停
止
な
ど
の
罰
則
導
入
は
、
従
来
問
題
と
な
っ

て
い
た
実
効
性
の
欠
如
を
是
正
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
投
票
に
よ
る
多
数
決
、
合
意
不
履
行
や
違

反
し
た
場
合
の
除
名
を
含
む
罰
則
の
導
入
な
ど
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
意
思
決
定
方
式
を
非
拘
束
的
な
も
の
か
ら

拘
束
性
の
強
い
も
の
に
一
変
さ
せ
よ
う
。
提
案
が
憲
章

草
稿
に
ど
の
程
度
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
歴
史
的
な
転
換
点
を
迎
え
つ
つ

あ
る
と
い
え
よ
う
。（
石
川
幸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

共
同
体
創
設
に
向
け
て
組

織
強
化
を
図
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

アジア の窓

※
ア
ジ
ア
研
究
所
　
第
二
七
回
公
開
講
座
の
ご
案
内

ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り

「
東
ア
ジ
ア
の
政
治
を
ど
う
み
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
六

月
二
日
よ
り
毎
週
土
曜
日
（
午
後
二
時
〜
三
時
四
五

分
）
に
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
六
月
二
日
「
安
定
に
向
か
う
か
胡
錦
涛
体
制
」

　
　
阿
部
純
一
（
財
団
法
人
　
霞
山
会
主
席
研
究
員
）

○
六
月
九
日
「
韓
国
の
大
統
領
選
挙
の
行
方
と
南
北

　
　
関
係
」
　
野
副
伸
一
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

○
六
月
一
六
日
「
タ
イ
の
軍
事
政
権
と
民
政
移
管
の
見

　
通
し
」
　
助
川
成
也
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
　
海
外

　
調
査
部
）

○
六
月
二
三
日
「
国
際
テ
ロ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
武
田
い
さ
み
（
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

○
六
月
三
〇
日
「
台
湾
の
総
統
選
と
中
台
関
係
」

　
　
小
林
熙
直
（
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

◇
開
催
場
所
・
亜
細
亜
大
学
二
号
館
二
〇
〇
番
教
室

◇
受
講
料
・
三
、
〇
〇
〇
円
（
全
五
回
一
括
）
は
、
郵

　
便
振
替
に
て
、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
〇
〇
一

　
〇
〇
―
六
―
五
九
七
七
二
へ
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
込
み
時
の
「
受
領
証
」
と
引
き
換
え
に
『
受
講
証
』

　
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
お
越
し
の
日
に
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
振
込
み
用
紙
は
郵
便
局
備
え
付
け
の
用
紙
を
ご
利
用

　
願
い
ま
す
。

◇
問
い
合
せ
先
・
亜
細
亜
大
学
学
務
部
学
務
課

　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
二
二
―
三
六
―
三
一
七
二


